
様式Ｃ（介護ロボット等モニター調査事業 要望書） 
         令和２年０８月１９日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（要望者） 

                  〒２５２-０３０３ 

住所 相模原市南区相模大野２丁目-14-3 

 

事業者名 工房ＳＥＲＡ 

担当者所属 代表 

担当者名 稲住 義憲 

電話番号 090-4136-8423 

電子メールアドレス yk-inazumi@jcom.home.ne.jp 

 

介護ロボット等モニター調査事業 要望書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う「介護ロボット等モニター調査事業」

について、下記の書類を添付して要望します。 

 

 

記 

 

 

１．介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書」は、介護施設等とマッチング

する際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

 
 
 



様式Ｄ（介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書） 

令和２年０８月１９日 

介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

１．申請者（企業）の概要等 

企業名 工房ＳＥＲＡ 

担当者名 稲住 義憲 

担当者連絡先 

住所 
〒250-0303 

相模原市南区相模大野２丁目14-3 

電話 携帯090-4136-8423 固定042-743-1184 

電子メールアドレス Yk-inazumi@jcom.home.ne.jp 

主たる業種 福祉用具の製造販売 

主要な製品 ①足首運動リハビリ器具、②缶オープナー、③各種自助具

希望する施設等の

種類や職種等 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム

☑介護老人保健施設：老人保健施設

☑認知症対応型共同生活介護：グループホーム

☑特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム

□居宅介護サービス：訪問介護、看護、リハ、福祉用具貸与サービス事業者 等

☑医療機関：病院、診療所、リハビリテーションセンター 等

☑その他：（リハビリ型ディサービス施設、 ） 

その他の希望 

２．申請機器の概要（可能な限り詳しくご記入ください。） 

機器の名称（仮称） 転倒予防に役立つ足首運動リハビリ器具「足上げ君」 

機器の概要 

（写真を添付する

こと） 

想定する使用者、使用場面 

高齢者は加齢と運動不足で足が弱り転倒が心配される。本器は高齢者がデイサービス

施設やリハビリ病院リハビリ室で、椅子に座って安全に足首を曲げる運動が楽しく続

けられる。足首以外に、太ももと腰・おしりの筋肉を使う運動もできる。負荷と足首

角度が３段階に調整できる。天然木と生分解性プラスチックを使用しているので、環

境に優しく、高齢者に喜ばれる。ピンポン玉は循環式なのでピンポン玉を補充する必

要がない。 
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機能と使用方法、有用性 

足上げ君の踏板に足を乗せて足首を曲げたり伸ばしたりするとピンポン玉が目の前を

落下してくる。この足首の底屈背屈運動は、堅くなった足首の柔軟性を改善し転倒事

故が予防できる。腰と太ももの筋肉を使う運動もできるので、歩行に必要な運動が揃

っている。またピンポン玉は循環式のため半永久的に運動を続けられる。 

類似する機器との相違 

足首の運動に連動してピンポン玉が目の前を落下してくる動的刺激があるため、高齢

者や認知の人が飽きずに楽しく運動を続けられる。青、黄、緑、ピンク、オレンジ、

白とカラフルなピンポン玉は認知症の人の関心が高い。 

また自分の筋肉を使う足首運動なので足首の柔軟性以外に筋力アップも期待できる。 

当該機器と介護業務との関連性 

使用者が椅子に座って一人で安全に運動でき、循環式ピンポン玉は補球が必要ないた

めスタッフの負担が少ない。 

現在の開発状況と

課題 

機器に関するリスクアセスメント（性能安全と利用安全の確保対策） 

社内や社外モニター調査の実績 

①川崎Ｊプロジェクト(市民団体)（川崎）

②広島パークヒル病院（広島）

③特別養護老人ホーム「おりーぶえん」(広島)

④社会福祉法人「来光会」（常滑）

⑤ありがとうリハビリセンター（広島）

⑥えびな脳神経外科病院内リハビリ施設（海老名）

⑦通所介護施設「幸園」（相模原）

⑧リハビリ型ディサービス「風の谷」（三浦）

⑨さがみリハビリテーション病院（相模原）

⑩ディサービス施設「未来図」（宮崎）

開発に関する当面の課題 

（１）エビデンス

・足上げ君は使用された施設では好評ではあるが、具体的な運動効果を示すエビデン

スがないために売り上げが伸びない。

（２）スタッフの一層の負荷低減

・落下するピンポン玉を正確にバスケットに回収される回収率は改良によって大幅に

改善されたが、0.1～1％程度ピンポン玉が循環ルートから外れるケースがありスタ

ッフの負担になっている。

・利用者の運動能力に応じて、負荷を変更する作業が利用者一人ではできないためス

タッフの負担になっている。

（３）消音対策

・ピンポン玉の落下音を小さくしてほしいとの要望と「落下音が心地よい音」なので

良いとの声もあり、最適な動作音を決めかねている。

（４）調整できる最大負荷レベル

・足首を曲げる背屈角度について、現状の５,１０,１５度で良いか決めかねている。

評価済み
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３．モニター調査の概要 

１．調査のねらい （１）エビデンス

足上げ君の使用による運動器の改善が判るエビデンスを入手する。 

（２）改善改良の効果

上記の課題(スタッフの負荷低減と消音)の改良品を実際に使用していただき、現場の

評価とアドバイスを参考に足上げ君の商品力をアップさせる。 

２．調査概要 １）調査対象：①転倒事故が心配される高齢者、②リハビリ治療中の人

２）調査したい場面、場所：①ディサービス施設、②病院内のリハビリ施設

３）調査期間（日数）：１～３ヶ月

４）機器の台数：最大３台

４．モニター調査の実施手法（協力施設等へお願いしたい内容） 

※本書のＰ８～９を参考にモニター調査の具体的な実施方法を記載してください。

注）５つの項目全てを行う必要はありません。（実施しない項目は「特になし」としてください。）

※モニター調査検討委員会等の審議により採択された場合には、当協会及び専門家によるアドバイスを行います。

１．利用対象者の適

用範囲に関するこ

と 

【調査手法】特になし 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他：

【想定する調査方法】 

２．利用環境の条件

に関すること 

【調査手法】特になし 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他：

【想定する調査方法】 

３．機器の利用効果

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 ☑その他：

【想定する調査方法】 

1～3ヶ月足上げ君を使用して運動を続けた場合、使用開始前と運動継続途中と使用完

了後の利用者さんの運動能力の改善を以下の指標で教えてほしい。 

①３ｍの往復歩行時間（ＴＵＧテスト） 

②足首の背屈角度測定 

③開眼片足立ち時間 

４．機器の使い勝手

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 ☑質問紙法 □その他：

【想定する調査方法】 

事前に作成したアンケート用紙を利用して、電話または対面してヒアリングする。 

スタッフの介助負荷をもっと低減する方法は何か？、背屈に対する負荷以外に底屈の

負荷も必要か？ 消音効果が充分か？、 

５．介護現場での利

用の継続性に関す

ること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 ☑質問紙法 □その他：

【想定する調査方法】 

事前に作成したアンケート用紙を利用して、運動を継続するための仕掛けの運動量記

録帳「東海道双六」の効果を電話または対面してヒアリングする。 

６．その他 調査項目の中で、３の利用効果を一番知りたいです。 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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                  会 社 概 要 

 

【概  要】 

屋号     ： 工房ＳＥＲＡ 

主な事業    ： 福祉機器用具の開発販売 

理念     ： 喜ばれる福祉製品を開発製品化して社会貢献する 

代表      ： 稲住義憲 

事務所 ： 〒２５２－０３０３０  

   神奈川県相模原市南区相模大野 3-3-2 

    ボーノ相模大野３階ユニコムプラザ内 シェアードオフィス１ 

作業場 ： 〒２５２－０３０３０ 

       神奈川県相模原市南区相模大野 2-14-3 

電話/FAX  ： ０４２－７４３－１１８４ 

メール ： yk-inazumi@jcom.home.ne.jp 

ＵＲＬ ： https://kobo-sera.sakura.ne.jp/wp 

 

【事業の内容】 

福祉機器用具の開発製造販売 

超高齢社会が加速する中で、「喜ばれる福祉製品を開発製品化して社会貢献する」こ

とをコンセプトに、自社開発設計製造した福祉製品を販売しています。 

量産効果が期待できないニッチな福祉製品のパーツは３Ｄプリンターと木工ＮＣルー

ターで社内製造しています。 

主な開発品は、高齢者のためのリハビリ運動器具、高齢者の生活を応援する便利グッ

ズ、片麻痺やリュウマチの人のための自助具。 

 

【沿  革】 

２０１２年 ３月  開業 

２０１４年 ５月  ３Ｄプリンター導入 

２０１５年 ３月  拘縮した手の電動リハビリ器具(試作品)のモニター開始 

２０１７年 ４月  転倒予防リハビリ器具「足上げ君」の開発開始 

２０１７年１０月  フルオープンプルトップの缶オープナーの特許取得 

２０１８年０６月  転倒予防の足首リハビリ器具の特許取得 

２０１８年 ７月  機械設備 小規模事業者持続化補助金事業者に採択 

２０１８年 ８月  木工用 NCルーター導入 

２０１８年 ９月  小型旋盤導入 

２０１８年１０月  テクノエイド協会の専門職によるアドバイス支援事業に採択 

２０１９年 ４月  転倒予防のための足首リハビリ器具「足上げ君」の発売開始 

２０１９年 ７月  足首リハビリ器具の広報費 持続化補助金事業者に採択 

２０２０年 ８月  缶オープナー成型金型費 持続化補助金事業者に採択 

 

 



【主要設備】  

（１）３Ｄプリンター 

方式 ：熱溶解積層式（ＦＤＭ） 

型式 ：SCOOVO Ｘ９ 

外形 ：441×406×343（ｍｍ） 

 

   

 

 

 

 

（２）ＮＣルーター 

 

型式 ：KitMill ＭＯＣ９００ 

外形 ：750×1200（ｍｍ） 

ｽﾄﾛｰｸ ：Ｘ軸 574、Ｙ軸 910、Ｚ軸 56 

  

 

 

 

  

（３）小型精密旋盤 

 

型式：ＭｒＭeister コンパクト 7 

外形：640×270×210（ｍｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【オリジナル福祉製品】 

    

（１）健康踏み台 
 
総ヒノキ製の手摺り付き健康踏み台。 

手摺りがあるので安心、さらに膝の負担も軽く運動できます。 

ヒノキの香りがほんのり漂います。 

タタミの上に置いても大丈夫な構造です。 

 

 

 

 

 

  

（２）転倒予防のための足首運動器具 
 
高齢者は加齢と運動不足で、スリ足になり前方の突起物につまずき転倒し

易くなります。 

本品は足首を柔らかくすると同時に筋力アップが期待できます。 

足首を曲げる運動に連動してピンポン玉が目の前を落下してくる面白さ

が体感でき、飽きることなくリハビリ運動が続けられます。 

特許第 6343853号 

【YouＴube 動画  → 足首リハビリ器具 】 

 
 
 

（３）固形物用プルトップ式缶オープナー 
 
人間工学的に考えた缶オープナー 

テコの原理で指の弱い女性、高齢者がサバ缶やパイナップル缶を簡単に開

けられる。 

握り直すことなく手の前後動作で簡単に開きます。 

特許第 6244575号 

 
 

（４）スマホ用タッチペン（自助具） 
 
リュウマチなどで指が不自由な人が手のひらに固定してスマホの画面を

操作できます。 

明るいオレンジと黄色のデザイン 

 
 

  
 

（５）片手で靴ひも結び（自助具） 
 
脳梗塞などで麻痺が残る人が片手で靴ひもを結ぶ自助具 

慣れれば簡単に、しっかり靴ひもが結べます。 

【YouＴube 動画  → 片手で靴ひも結び、自助具 】  

 
 
 

 



【開発実績】 

  

       足首リハビリ器具「足上げ君」の開発経緯  

 

          工房ＳＥＲＡ 

 

 

１．２０１１年 リハビリ器具開発のはじまり 

 高齢者の転倒予防に「手摺り付き踏み台」が最適なことをＮＨＫの番組「試してガッテ

ン！」で知り、ヒノキ製手摺り付き踏み台を自作販売した。 

 

２．２０１４年 足首リハビリ器具の試作 

 ３Ｄプリンターを導入したことでプラスチック部品が試作できるようになり、踏み台より

も足首に特化した足首運動器具(足上げ君)を試作した。 

 

３．２０１７年 試作１号機の試用 

 海老名脳神経外科通所リハビリテーション内ディサービス施設へ専門家のアドバイスを求

めて試作１号を持参したとき、作業療法士のＳさんから「面白い！使ってみたい」と云わ

れ、約２年半当所で試用していただきながら、何回か改良を繰り返した。 

 その時の試作１号は落下してくるピンポン玉を受け皿に回収できずピンポン玉が床に転が

るため、作業療法士さんがペットボトルをカットした簡易ジョウゴを作って急場をしのいだ

との逸話がある。 

 

４．２０１８年 専門職によるアドバイス 

 テクノエイド協会の専門職によるアドバイス事業に採択され、応募４団体以外に６団体か

ら貴重なアドバイスを参考に、多数の改良を実施した。 

 

 

５．２０１９年 発売開始 

 ３ＤプリンターとＮＣルーターで社内製作した足上げ君を４月に発売開始、９月から持続

化補助金で新聞と雑誌に宣伝広告した効果で、販売９台と有料お試し３台を売り上げた。 

２０２０年８月には台湾から注文があった。 
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